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第 1 章 緒言 

19 世紀アメリカにおいて考案されその後日本

に紹介されたバレーボールは、その安全性と手

軽さから広くレクリエーションとして受け入れられ、

生涯スポーツとしての競技人口の増加、国際大

会での競技力向上など、日本においてその価値

を確かなものにしてきた。しかし近年は少子化に

伴う競技人口の減少や、長引く不況による相次ぐ

実業団の撤退による国際競技力の低下、観客動

員数の減少など様々な問題に直面している。多く

のスター選手を輩出してきた大学バレーもまた、

人気の低迷、競技人口の減少、国際競技力の

低下が危惧されている。これまで日本のバレー界

に大きく貢献し、重要な役割を担ってきた大学バ

レーが現在はどのような位置におかれ、今後はど

うあるべきなのかを定義することを目的として、学

連の運営構造と、チームマネジメントの両観点か

ら本研究を行った。 

 

第 2 章 研究目的及び研究方法 

＜目的＞ 

本研究は、日本の学校教育における競技スポ

ーツが担う教育的役割を示し、学校スポーツ、とり

わけ大学スポーツの存続意義を明らかにするた

めに、大学バレーボールをモデルとし以下の 2 つ

の目的を設定した。 

1. 関東大学バレーボール連盟の構造、マネジメ

ントの現状、リーグ戦の現在のシステムの問題

点を明らかにした上で、今後の大学バレーの

発展のために適切な運営の在り方を定義す

る。 

2. 関東大学バレーボール女子 1 部リーグのチー

ムマネジメント状況を明らかにし、日本の女子

バレー界における大学の存在意義を定義す

ると共に、SWOT 分析を用いて適切なチーム

マネジメントの在り方を提言する。 

＜方法＞ 

文献及びインタビュー調査 

インタビュー対象 

・ 関東大学バレーボール女子 1 部リーグ各校主

務 

・ JVA 強化事業本部幹部 SWOT 分析（関東大

学バレーボール女子 1 部リーグ戦の現状） 

 

第 3 章 研究結果 

1．関東大学バレーボール連盟の構造とマネジメ

ント状況 

関東学連はリーグ戦における直轄リーグの学

連委員 20 名程度が年間の運営を全て網羅して

いる。学連に常勤の役員は存在せず、学生の、

学生による、学生のための惰性的なマネジメント

が毎年踏襲されている。尚、関東大学リーグ戦に

おける直轄リーグ以外のリーグ戦は各部の代表

委員の運営に委ねられており、学連委員が直接

運営に関与することが無い。リーグ戦の順位の変

動によりリーグ戦ごとに運営者が変わるため、運

営のノウハウが持ち越せないという現状がある。 

2．女子 1 部リーグ戦のチームマネジメントに関す



る SWOT 分析 

部を運営する上での財務は、大学からの補助

金・OB からの支援金・部員の個人負担の 3 本柱

で構成されており、これらの割合は大学毎にかな

り異なる。特に月毎の部費による個人負担の大

小は、そのまま成績に直結すると言っても過言で

はない。 

 

第 4 章 結論 

1．学連における競技運営部門とマーケティング

部門の分離 

大学バレーは既に多数のスター選手を有して

おり、メディアへの露出を期待できる可能性を秘

めている。しかしそれらの選手をフィーチャーし、メ

ディア価値を創造するだけのノウハウと余力は無

い。それは 4 年間というサイクルで学連委員が変

化していくという普遍の事実と、過密な年間スケ

ジュールによる余力の無さ、全てが学生の手で運

営されており常勤の役員がいないという構造に問

題がある。従来の学連委員が担ってきた役割で

ある競技運営部門と、大学バレーを商品として扱

うマーケティング部門にマネジメントを分割させ、

競技会の運営とは一線を画したその道の専門部

署を設置するべきである。 

2．チームマネジメントにおけるスタッフ充実の必

要性 

女子 1 部各校主務のインタビュー調査におい

ては、主務の担う業務は多岐にわたり、それはら

練習以外の時間も負担となって主務の生活を拘

束する。嘉悦大学の例に見られるように、会計管

理を選手以外のチーム関係者が担うことで、マネ

ージャーが選手のサポート、その他業務に徹する

ことが出来るという結果からも、業務を細分化して

分担し、一人ひとりの負担を軽減することがチー

ムマネジメントを円滑にするといえる。 

 

 

 

 


